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(54)【発明の名称】 内視鏡用光学部品、および内視鏡

(57)【要約】
【課題】薬品や滅菌ガスに対する変質、劣化の少ない内
視鏡用光学部品を提供すること。
【解決手段】本発明の内視鏡用光学部品は、樹脂を構成
材料としており、この樹脂は、該樹脂による厚さ３mmの
板材を形成し、この板材を次の薬液に次の条件で浸漬し
たとき、試験前の光透過率を基準として、試験後の光の
透過率の減少率が５％以内となる性質を有している：２
２℃、１２wt％過酸化水素系消毒液に３週間；５５℃、
０．８wt％過酢酸系消毒液に３週間；６０℃、０．５wt
％グルタルアルデヒド系消毒液に３週間；２２℃、１０
wt％酵素系洗浄剤に３週間；２２℃、８５vol％エタノ
ール水溶液に３週間。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  樹脂で構成された内視鏡用の光学部品で
あって、
前記樹脂は、該樹脂による厚さ３mmの板材を形成し、こ
の板材を下記の薬液に下記の条件で浸漬したとき、いず
れの場合も、試験前の光透過率を基準として、試験後の
光の透過率の減少率が５％以内となる性質を有すること
を特徴とする内視鏡用光学部品。
・２２℃、１２wt％過酸化水素系消毒液に３週間
・５５℃、０．８wt％過酢酸系消毒液に３週間
・６０℃、０．５wt％グルタルアルデヒド系消毒液に３
週間
・２２℃、１０wt％酵素系洗浄剤に３週間
・２２℃、８５vol％エタノール水溶液に３週間
【請求項２】  前記樹脂は、前記板材に対して下記の条
件でエチレンオキサイドガス滅菌を行ったとき、試験前
の光透過率を基準として、試験後の光の透過率の減少率
が５％以内となる性質を有する請求項１に記載の内視鏡
用光学部品。
・酸化エチレンガス：二酸化炭素＝２０：８０、温度５
５℃、湿度５０％、ガス濃度４５０mg/L、滅菌時間５時
間
【請求項３】  前記樹脂は、ポリカーボネート樹脂およ
び／または環状ポリオレフィン系樹脂を含む請求項１ま
たは２に記載の内視鏡用光学部品。
【請求項４】  少なくとも一部分が内視鏡の表面に露出
するように、内視鏡に取り付けられる請求項１ないし３
のいずれかに記載の内視鏡用光学部品。
【請求項５】  表面の少なくとも一部分に、コート層を
有する請求項１ないし４のいずれかに記載の内視鏡用光
学部品。
【請求項６】  前記コート層は、シリコーン系材料で構
成されている請求項５に記載の内視鏡用光学部品。
【請求項７】  前記コート層の硬度は、鉛筆引っかき値
で、４Ｈ以上である請求項５または６に記載の内視鏡用
光学部品。
【請求項８】  内視鏡の表面に露出する部分は、少なく
とも前記コート層で覆われる請求項５ないし７のいずれ
かに記載の内視鏡用光学部品。
【請求項９】  請求項１ないし８のいずれかに記載の内
視鏡用光学部品を有することを特徴とする内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡に用いられ
る光学部品、および内視鏡に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡は、使用する都度、洗浄および消
毒・滅菌を行う必要がある。内視鏡は、通常複数の光学
部品を有しているが、その中には、洗浄、消毒の毎に、
頻繁に洗浄剤、消毒薬等の各種薬品、あるいは滅菌ガス
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に、さらされるものがある。
【０００３】ところで、内視鏡用の光学部品としては、
成形性に優れる等の理由から、樹脂製のものを用いるこ
とが、提案されている。しかしながら、樹脂製の光学部
品は、消毒や滅菌に対しての耐性に劣るものが多く、実
用性に乏しいものであった。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】本発明の目的は、薬品
や滅菌ガスに対する変質、劣化の少ない内視鏡用光学部
品、および内視鏡を提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】このような目的は、下記
の本発明により達成される。
【０００６】（１）  樹脂で構成された内視鏡用の光学
部品であって、前記樹脂は、該樹脂による厚さ３mmの板
材を形成し、この板材を下記の薬液に下記の条件で浸漬
したとき、いずれの場合も、試験前の光透過率を基準と
して、試験後の光の透過率の減少率が５％以内となる性
質を有することを特徴とする内視鏡用光学部品。
・２２℃、１２wt％過酸化水素系消毒液に３週間
・５５℃、０．８wt％過酢酸系消毒液に３週間
・６０℃、０．５wt％グルタルアルデヒド系消毒液に３
週間
・２２℃、１０wt％酵素系洗浄剤に３週間
・２２℃、８５vol％エタノール水溶液に３週間
このような内視鏡用光学部品は、優れた耐薬品性を有す
る。特に、種々の薬品に対する耐薬品性を有する。
【０００７】（２）  前記樹脂は、前記板材に対して下
記の条件でエチレンオキサイドガス滅菌を行ったとき、
試験前の光透過率を基準として、試験後の光の透過率の
減少率が５％以内となる性質を有する上記（１）に記載
の内視鏡用光学部品。
・酸化エチレンガス：二酸化炭素＝２０：８０、温度５
５℃、湿度５０％、ガス濃度４５０mg/L、滅菌時間５時
間
このような内視鏡用光学部品は、優れた耐滅菌ガス性を
有する。
【０００８】（３）  前記樹脂は、ポリカーボネート樹
脂および／または環状ポリオレフィン系樹脂を含む上記
（１）または（２）に記載の内視鏡用光学部品。これに
より、耐薬品性・耐滅菌ガス性がさらに向上する。
【０００９】（４）  少なくとも一部分が内視鏡の表面
に露出するように、内視鏡に取り付けられる上記（１）
ないし（３）のいずれかに記載の内視鏡用光学部品。こ
のような部位に本発明の内視鏡用光学部品を取り付ける
と、内視鏡の被写体表示能が、長期にわたって極めて低
下しにくくなる。
【００１０】（５）  表面の少なくとも一部分に、コー
ト層を有する上記（１）ないし（４）のいずれかに記載
の内視鏡用光学部品。これにより、内視鏡用光学部品の
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耐久性、耐薬品性・耐滅菌ガス性等が、より高いものと
なる。
【００１１】（６）  前記コート層は、シリコーン系材
料で構成されている上記（５）に記載の内視鏡用光学部
品。シリコーン系材料は、前記樹脂との密着性に優れて
いる。しかも、シリコーン系材料は、耐薬品性・耐滅菌
ガス性にも優れている。したがって、内視鏡用光学部品
の耐久性、耐薬品性・耐滅菌ガス性等が、さらに高いも
のとなる。
【００１２】（７）  前記コート層の硬度は、鉛筆引っ
かき値で、４Ｈ以上である上記（５）または（６）に記
載の内視鏡用光学部品。これにより、内視鏡用光学部品
の耐久性が、さらに向上する。
【００１３】（８）  内視鏡の表面に露出する部分は、
少なくとも前記コート層で覆われる上記（５）ないし
（７）のいずれかに記載の内視鏡用光学部品。これによ
り、内視鏡の被写体表示能が、長期にわたって極めて低
下しにくくなる。
【００１４】（９）  上記（１）ないし（８）のいずれ
かに記載の内視鏡用光学部品を有することを特徴とする
内視鏡。これにより、長期にわたって画質等が劣化しに
くい内視鏡を得ることができる。
【００１５】
【発明の実施の形態】以下、本発明を添付図面に示す好
適実施形態に基づいて詳細に説明する。
【００１６】図１は、本発明の内視鏡用光学部品を適用
した電子内視鏡（電子スコープ）を示す全体図である。
以下、図１中、上側を「基端」、下側を「先端」として
説明する。図２は、図１に示す電子内視鏡の先端部を示
す縦断面図である。なお、図２では、左側が先端方向、
右側が基端方向となっている。
【００１７】図１に示すように、電子内視鏡１０は、可
撓性（柔軟性）を有する長尺物の挿入部可撓管１と、挿
入部可撓管１の先端部に設けられた湾曲管５と、挿入部
可撓管１の基端部に設けられ、術者が把持して電子内視
鏡１０全体を操作する操作部６と、操作部６に接続され
た接続部可撓管７と、接続部可撓管７の先端側に設けら
れた光源差込部８とで構成されている。
【００１８】挿入部可撓管１は、生体の管腔内に挿入し
て使用される。図２に示すように、この挿入部可撓管１
は、被写体に照明光を照射する照明手段４と、被写体の
画像を撮影する撮像手段３とを有している。
【００１９】照明手段４は、挿入部可撓管１（および接
続部可撓管７）の長手方向に沿って配設された光ファイ
バー束（ライトガイド）４４、４５と、光ファイバー束
４４の先端部に配置された投射レンズ系４１と、光ファ
イバー束４５の先端部に配置された投射レンズ系４２と
を備えている。投射レンズ系４１は、光ファイバー束４
４の先端部に取り付けられた平凹レンズ４６で構成され
ている。また、投射レンズ系４２は、光ファイバー束４
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５の先端部に取り付けられた平凹レンズ４７で構成され
ている。
【００２０】撮像手段３は、湾曲管５の先端部５１に設
置された対物レンズ系３２と、かかる対物レンズ系３２
の基端側に設置された光学フィルタ３７と、この光学フ
ィルタ３７の基端側に隣接して設けられた撮像素子（Ｃ
ＣＤイメージセンサー）３１と、この撮像素子３１に接
続され、挿入部可撓管１（および接続部可撓管７）の長
手方向に沿って配設された信号線３１１とを備えてい
る。対物レンズ系３２は、挿入部可撓管５の先端に設置
された平凹レンズ３３と、この平凹レンズ３３の基端側
に離間して設けられた平凸レンズ３４と、この平凸レン
ズ３４の基端側に間隔リング３８を介して設けられた平
凹レンズ３５と、この平凹レンズ３５の基端側に接合さ
れた両凸レンズ３６とで構成されている。
【００２１】このような先端部５１では、平凹レンズ４
６、４７、および平凹レンズ３３の先端面は、電子内視
鏡１０の先端面に露出している。後述するように、本実
施形態の電子内視鏡１０は、これら内視鏡表面に露出し
ている光学部品に、大きな特徴を有する。
【００２２】このような挿入部可撓管１の基端部には、
操作部６が設けられている。この操作部６には、その側
面に操作ノブ６１、６２が設置されている。この操作ノ
ブ６１、６２を操作すると、挿入部可撓管１内に配設さ
れたワイヤー（図示せず）が牽引されて、湾曲管５が４
方向に湾曲し、その方向を変えることができる。
【００２３】この操作部６には、接続部可撓管７が接続
されている。この接続部可撓管７内を通り、光ファイバ
ー束４４、４５および信号線３１１は、光源差込部８に
接続されている。この光源差込部８は、内部に、画像信
号を処理する信号処理回路８３を有している。また、光
源差込部８は、その先端部に、光源用コネクタ８１と、
画像信号用コネクタ８２とを有している。光ファイバー
束４４、４５は、光源用コネクタ８１に接続されてい
る。また、信号線３１１は、信号処理回路８３に接続さ
れている。この信号処理回路８３は、画像信号用コネク
タ８２に接続されている。この画像信号用コネクタ８２
には、図示しない光源プロセッサ装置が接続される。さ
らには、この光源プロセッサ装置には、図示しないモニ
タ装置が接続される。また、光源用コネクタ８１には、
図示しない光源プロセッサ装置が接続される。
【００２４】この光源プロセッサ装置を作動させると、
光源プロセッサ装置から発せられた光（照明光）が、光
源用コネクタ８１を介して、光ファイバー束４４、４５
内に入射する。この光は、光ファイバー束４４、４５内
を通り、光ファイバー束４４、４５の先端から出射す
る。この出射光は、平凹レンズ４６、４７を通って、観
察部位（被写体）に照射される。このとき、出射光は、
平凹レンズ４６、４７を通ることにより、拡散、均一化
される。その結果、電子内視鏡１０は、観察部位を、広
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5
範囲にわたってムラなく照明することができる。
【００２５】照射された照明光は、観察部位で反射し、
被写体像を形成する反射光となる。この反射光の一部
は、平凹レンズ３３内に入射する。そして、平凹レンズ
３３、平凸レンズ３４、平凹レンズ３５および両凸レン
ズ３６により、この反射光は、撮像素子３１の受光面上
に結像するように導かれる。この際、光学フィルタ３７
により、撮像素子３１に入射する前に、反射光から高周
波成分が除去される。
【００２６】撮像素子３１は、その受光面に導かれた反
射光を、受光する。その結果、被写体像が撮像される。
そして、撮像素子３１からは、撮像された被写体像に対
応した画像信号（ＣＣＤ信号）が出力される。この画像
信号は、信号線３１１を介して、光源差込部８に伝送さ
れる。
【００２７】この画像信号は、光源差込部８にて、信号
処理回路８３に入力される。そして、信号処理回路８３
により、画像信号に、所定の信号処理が施される。この
処理が施された画像信号は、画像信号用コネクタ８２を
介して、光源プロセッサ装置に出力される。この出力さ
れた画像信号は、光源プロセッサ装置により、所定のテ
レビジョン信号に変換される。したがって、モニタ装置
を光源プロセッサ装置に接続すると、テレビジョン信号
が、モニタ装置に出力される。その結果、モニタ装置で
は、撮像素子で撮像された被写体の画像（電子画像）、
すなわち動画の内視鏡モニタ画像が、表示される。
【００２８】このようにして使用された後、電子内視鏡
１０には、洗浄、消毒・滅菌が施されることとなる。こ
のとき、電子内視鏡１０の表面は、洗浄剤、消毒液・滅
菌ガス等にさらされる。
【００２９】前述したように、本実施形態の電子内視鏡
１０では、光学系の最先端側に位置する光学部品は、そ
の一部が、電子内視鏡１０の表面に露出している。すな
わち、本実施形態の電子内視鏡１０では、平凹レンズ４
６、４７、および平凹レンズ３３の一部分は、電子内視
鏡１０の表面に露出している。このため、電子内視鏡１
０に対して洗浄、消毒・滅菌等が施されると、これら平
凹レンズ４６、４７、および平凹レンズ３３は、洗浄
剤、消毒液等の各種薬品または滅菌ガスにさらされるこ
ととなる。そこで、本発明では、このような洗浄剤、消
毒液・滅菌ガス等にさらされることとなる光学部品を、
下記のような性質を有する材料で構成した。
【００３０】前提：光学部品の構成材料は、樹脂（プラ
スチック）である。
性質：前記樹脂は、該樹脂による厚さ３mmの板材を形成
し、この板材を下記の薬液に下記①～⑤のいずれの条件
で浸漬した場合でも、試験前の光透過率を基準として、
試験後の光の透過率の減少率が５％以内となる性質を有
する。なお、本明細書における光の透過率は、例えば、
可視光の透過率を指標とすることができる。
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条件①：２２℃、１２wt％過酸化水素系消毒液に３週間
条件②：５５℃、０．８wt％過酢酸系消毒液に３週間
条件③：６０℃、０．５wt％グルタルアルデヒド系消毒
液に３週間
条件④：２２℃、１０wt％酵素系洗浄剤（例えばＲＵＨ
ＯＦ社製「ＥＮＤＯＺＩＭＥ」）に３週間
条件⑤：２２℃、８５vol％エタノール水溶液に３週間
【００３１】さらには、前記樹脂は、該樹脂による厚さ
３mmの板材を形成し、この板材に対して下記の条件でエ
チレンオキサイドガス滅菌を行ったとき、試験前の光透
過率を基準として、試験後の光の透過率の減少率が５％
以内となる性質を有することが好ましい。
条件：酸化エチレンガスの体積：二酸化炭素の体積＝２
０：８０、温度５５℃、湿度５０％、ガス濃度４５０mg
/L、滅菌時間５時間
【００３２】このような樹脂は、ポリカーボネート樹脂
および／または環状ポリオレフィン系樹脂を含む樹脂で
構成されていることが好ましい。
【００３３】このような樹脂で構成された内視鏡用光学
部品は、高い耐薬品性または耐滅菌ガス性を有する。し
たがって、このような内視鏡用光学部品を内視鏡に用い
ると、内視鏡の耐薬品性または耐滅菌ガス性が向上す
る。この場合、少なくとも一部分が内視鏡の表面に露出
する部品として、本発明の内視鏡用光学部品を用いるこ
とが好ましい。
【００３４】具体的には、本実施形態の電子内視鏡１０
では、平凹レンズ４６、４７、および平凹レンズ３３
は、少なくとも、本発明の内視鏡用光学部品で構成され
ていることが好ましい。これらの光学部品は、洗浄、消
毒・滅菌等の毎に、様々な薬品または滅菌ガスにさらさ
れることとなる。換言すれば、かかる部位に位置する光
学部品は、劣化しやすい。そこで、かかる部位に位置す
る光学部品に本発明の内視鏡用光学部品を用いると、内
視鏡に対して繰り返し洗浄、消毒・滅菌等の処理を施し
ても、これらの光学部品に曇り、変色等が生じること
が、好適に防止されるようになる。したがって、洗浄、
消毒・滅菌等の処理を内視鏡に対して繰り返し施して
も、電子内視鏡１０では、被写体の画像が不明確になる
ことが防止される。このように、本発明の内視鏡用光学
部品を平凹レンズ４６、４７、および平凹レンズ３３に
用いれば、電子内視鏡１０は、長期にわたり鮮明な画像
を表示し続けることができるようになる。
【００３５】以下、本発明の内視鏡用光学部品につい
て、さらなる説明を加える。
【００３６】本発明の内視鏡用光学部品が構成材料とし
てポリカーボネート樹脂を含有する場合、かかるポリカ
ーボネート樹脂としては、例えば、ビスフェノールＡ系
ポリカーボネート樹脂などが挙げられる。
【００３７】このようなポリカーボネート樹脂の重量平
均分子量は、特に限定されないが、１，０００～１０
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7
０，０００程度であることが好ましく、３，０００～３
０，０００程度であることがより好ましい。
【００３８】また、ポリカーボネート樹脂の熱変形温度
は、特に限定されないが、９０～１４０℃程度であるこ
とが好ましい。
【００３９】なお、内視鏡用光学部品がポリカーボネー
ト樹脂とともにポリカーボネート樹脂以外の樹脂を含有
する場合、かかる内視鏡用光学部品は、ポリカーボネー
ト樹脂を５０wt％以上含有することが好ましく、８０wt
％以上含有することがより好ましく、９５wt％以上含有
することがさらに好ましい。これにより、前述した効果
がより顕著に得られる。
【００４０】本発明の内視鏡用光学部品が構成材料とし
て環状ポリオレフィン系樹脂を含有する場合、かかる環
状ポリオレフィン系樹脂としては、例えば、環状オレフ
ィン重合体、環状共役系ジエン重合体、ノルボルネン類
重合体、これらの共重合体、これらと他のモノマーとの
共重合体などが挙げられる。
【００４１】このような環状ポリオレフィン系樹脂の重
量平均分子量は、特に限定されないが、１，０００～１
００，０００程度であることが好ましく、５，０００～
５０，０００程度であることがより好ましい。
【００４２】また、環状ポリオレフィン系樹脂の熱変形
温度は、特に限定されないが、９０～１４０℃程度であ
ることが好ましい。
【００４３】なお、内視鏡用光学部品が環状ポリオレフ
ィン系樹脂とともに環状ポリオレフィン系樹脂以外の樹
脂を含有する場合、かかる内視鏡用光学部品は、環状ポ
リオレフィン系樹脂を５０wt％以上含有することが好ま
しく、８０wt％以上含有することがより好ましく、９５
wt％以上含有することがさらに好ましい。これにより、
前述した効果がより効果的に得られるようになる。
【００４４】なお、内視鏡用光学部品は、ポリカーボネ
ート樹脂と環状ポリオレフィン系樹脂とのポリマーブレ
ンド、ポリマーアロイなどで構成されていてもよい。ま
た、内視鏡用光学部品は、これら以外の樹脂で構成され
ていてもよい。
【００４５】このような内視鏡用光学部品を構成する樹
脂の屈折率ｎｄは、特に限定されないが、１．５０～
１．７０程度であることが好ましい。また、かかる樹脂
のアッベ数νｄは、特に限定されないが、２５～７０程
度であることが好ましい。
【００４６】また、内視鏡用光学部品を構成する樹脂の
ロックウェル硬さは、特に限定されないが、７０～１０
０程度であることが好ましい。前述した樹脂では、ロッ
クウェル硬さをこのような範囲内に設定すると、光学部
品表面の傷付きが防止されるとともに、得られる光学部
品の耐薬品性・耐滅菌ガス性がさらに向上する。また、
射出成形等により成形して光学部品を製造する場合（後
述参照）、樹脂のロックウェル硬さがこのような値を満
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足するものであると、成形性がより向上する。
【００４７】平凹レンズ３３のように光学部品がレンズ
の場合、レンズの直径は、特に限定されないが、５mm以
下であることが好ましく、３mm以下であることがより好
ましい。本発明の優れているところは、このような微小
なレンズでも、高い耐薬品性・耐滅菌ガス性を確保でき
ることである。なお、以上述べたレンズの直径の好まし
い範囲の下限値は、特に限定されないが、例えば、０．
５mm程度とすることができる。
【００４８】このような内視鏡用光学部品は、射出成形
等により成形して製造されたものであることが好まし
い。前述した条件を満足する樹脂、その中でも特にポリ
カーボネート樹脂および環状ポリオレフィン系樹脂は、
内視鏡用光学部品のような微細な部品に、容易かつ高い
精度で成形できる。しかも、このような樹脂は、例えば
平凹レンズ３３が非球面の微細で複雑な表面形状を有し
ている場合でも、かかる平凹レンズ３３を、容易かつ好
適に成形・製造できる。加えて、このような樹脂は、成
形時の加熱により、変質しにくい。このような利点に加
えて、このような樹脂は、さらに、大量生産に適してい
るという利点を有している。
【００４９】この場合、成形方法は、公知のいずれの方
法を用いてもよいが、射出成形法を用いることが好まし
い。前述した樹脂は、特に射出成形法により成形しやす
い。したがって、射出成形法を用いると、微小であるに
もかかわらず、面精度等に極めて優れた内視鏡用光学部
品が得られる。
【００５０】このとき、成形金型には、樹脂と接触する
面がニッケルで構成されたものを用いると良い。樹脂と
接触する面がニッケルで構成された金型を用いて前述し
た樹脂を成形すると、表面性状の劣化等を抑制しつつ、
好適に内視鏡用光学部品を製造できる。このような金型
としては、ニッケルを材料として構成された金型、樹脂
と接触する面にニッケルメッキが施された金型などが挙
げられる。後者の場合、金型の基材には、ステンレス等
の鉄系材料などを用いることが好ましい。
【００５１】なお、成形温度は、特に限定されないが、
１２０～３５０℃程度とすることが好ましく、２４０～
３００℃程度とすることがより好ましい。前述した樹脂
は、成形温度をこのような温度範囲内に設定すると、好
適に成形することができる。成形圧力は、特に限定され
ないが、２２０～５００kg／cm2程度とすることが好ま
しく、２５０～３００kg／cm2程度とすることがより好
ましい。
【００５２】このような内視鏡用光学部品は、表面の少
なくとも一部分にコート層を有していることが好まし
い。これにより、光学部品の光学特性や、耐傷付性、耐
薬品性・耐滅菌ガス性、耐久性を高めることができる。
【００５３】この場合、少なくとも内視鏡の表面に露出
する部分は、コート層で覆われていることが好ましい。
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したがって、本実施形態の場合、平凹レンズ４６、４
７、および平凹レンズ３３の先端面はコート層で覆われ
ていることが好ましい。これにより、内視鏡は、さらに
高い耐薬品性・耐滅菌ガス性等を得ることができる。ま
た、これにより、内視鏡用光学部品が、傷つき等から好
適に保護されるようになる。なお、図では、コート層の
記載は省略した。また、コート層は、２層以上を積層し
たものでもよい。
【００５４】また、内視鏡用光学部品は、その表面が全
てコート層で覆われていることが、より好ましい。この
ようにすると、コート層の形成が容易となる。しかも、
耐薬品性・耐滅菌ガス性等のさらなる向上も、望むこと
ができる。
【００５５】このようなコート層は、樹脂以外の材料で
構成されていてもよいが、樹脂で構成されていることが
好ましい。このような樹脂としては、例えば、シリコー
ン系材料、フッ素系材料などが挙げられる。
【００５６】その中でも、コート層は、シリコーン系材
料で構成されていることがより好ましい。本発明者は、
シリコーン系材料は、前述した樹脂、特にポリカーボネ
ート樹脂または環状ポリオレフィン系樹脂を含む樹脂と
の間で、密着性が特に優れていることを見出した。しか
も、シリコーン系材料は、耐薬品性・耐滅菌ガス性にも
優れている。したがって、内視鏡用光学部品の表面に形
成するコート層をシリコーン系材料で構成すると、内視
鏡用光学部品の耐久性および耐薬品性・耐滅菌ガス性が
さらに高まる。その結果、洗浄剤、消毒液等の各種薬品
または滅菌ガスに長期間にわたって繰り返しさらされて
も、内視鏡用光学部品は、より劣化しにくくなる。
【００５７】シリコーン系材料としては、例えば、ポリ
シロキサン類、シランカップリング剤と無機物との混合
反応物などが挙げられる。その中でも、本発明に用いら
れるシリコーン系材料としては、シランカップリング剤
と無機物との混合反応物が好ましい。このような材料
は、耐薬品性・耐滅菌ガス性に特に優れている。
【００５８】このようなコート層の厚さは、特に限定さ
れないが、０．１～１００μｍ程度であることが好まし
く、０．１～５０μｍ程度であることがより好ましい。
コート層が薄すぎると、耐薬品性・耐滅菌ガス性の向上
効果が大きく望めなくなる場合がある。一方、コート層
が厚すぎると、コート層の内部応力が高まり、コート層
と前述した樹脂との密着性が低下する場合がある。その
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結果、長期的な目で見ると、耐薬品性・耐滅菌ガス性の
低下が生じる可能性が、考えられる。
【００５９】このコート層の硬度は、鉛筆引っかき値
（ＪＩＳ  Ｋ  ５４００）で、４Ｈ以上であることが好
ましく、５Ｈ以上であることがより好ましい。コート層
がこのような鉛筆引っかき値を有していると、内視鏡用
光学部品の耐久性が向上する。また、コート層がこのよ
うな鉛筆引っかき値を有していると、内視鏡用光学部品
の耐薬品性・耐滅菌ガス性が、長期にわたって、より低
下しにくくなる。
【００６０】このようなコート層を形成する方法として
は、例えば、スピンコート等の塗布法、デッピィング等
の浸漬法などが挙げられる。その中でも、コート層の形
成方法としては、浸漬法が好ましい。浸漬法によると、
均一で耐久性が向上するようなコート層を、容易に形成
できる。
【００６１】なお、平凹レンズ４６、４７、および平凹
レンズ３３の基端側に位置する光学部品、具体的には平
凸レンズ３４、平凹レンズ３５および両凸レンズ３６で
は、全ての光学部品を本発明の内視鏡用光学部品で構成
してもよいし、少なくとも一部の光学部品を本発明の内
視鏡用光学部品で構成しなくてもよい。
【００６２】以上述べた実施形態では、光学部品として
レンズを挙げたが、本発明は、レンズ以外の光学部品、
例えば、カバー部材などにも適用することができる。
【００６３】以上述べた実施形態では、内視鏡が備える
レンズ系（すなわち内視鏡レンズ系）として対物レンズ
系および投射レンズ系を挙げたが、本発明は、対物レン
ズ系、投射レンズ系以外のレンズ系、例えば、接眼レン
ズ系などにも適用することができる。
【００６４】以上述べた実施形態では、本発明の内視鏡
用光学部品を電子内視鏡に適用した場合を例に説明した
が、本発明の内視鏡用光学部品および内視鏡レンズ系
を、光学式内視鏡（ファイバー内視鏡）にも適用できる
ことは、言うまでもない。
【００６５】
【実施例】以下、本発明の具体的実施例について説明す
る。
【００６６】下記表１に示すような樹脂を用意した。
【００６７】
【表１】
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【００６８】各実施例および比較例の樹脂を、厚さ３mm
の板材に成形し、これらの板材に対して、下記（１－
１）～（６）のいずれかの操作を施した。
【００６９】（１－１）板材を、１２wt％過酸化水素系
消毒液に、３週間浸漬した。過酸化水素系消毒液の温度
は、２２℃に保った。
【００７０】（１－２）板材を、１２wt％過酸化水素系
消毒液に、３週間浸漬した。過酸化水素系消毒液の温度
は、２２℃に保った。その後、この板材に対して、次の
ような条件でエチレンオキサイドガス滅菌を行った；酸
化エチレンガス：二酸化炭素＝２０：８０、温度５５
℃、湿度５０％、減圧７１kPa、加圧６９kPa、ガス濃度
４５０mg/L、前処理１時間、滅菌時間５時間、換気（５
５℃）１２時間。
【００７１】（２－１）板材を、０．８wt％過酢酸系消
毒液に、３週間浸漬した。過酢酸系消毒液の温度は、５
５℃に保った。
【００７２】（２－２）板材を、０．８wt％過酢酸系消
毒液に、３週間浸漬した。過酢酸系消毒液の温度は、５
５℃に保った。その後、この板材に対して、前記と同様
の条件でエチレンオキサイドガス滅菌を行った。
【００７３】（３－１）板材を、０．５wt％グルタルア
ルデヒド系消毒液に、３週間浸漬した。グルタルアルデ
ヒド系消毒液の温度は、６０℃に保った。
【００７４】（３－２）板材を、０．５wt％グルタルア
ルデヒド系消毒液に、３週間浸漬した。グルタルアルデ
ヒド系消毒液の温度は、６０℃に保った。その後、この
板材に対して、前記と同様の条件でエチレンオキサイド
ガス滅菌を行った。
【００７５】（４－１）板材を、１０wt％酵素系洗浄剤
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（ＲＵＨＯＦ社製「ＥＮＤＯＺＩＭＥ」）水溶液に、３
週間浸漬した。酵素系洗浄剤水溶液の温度は、２２℃に
保った。
【００７６】（４－２）板材を、１０wt％酵素系洗浄剤
（ＲＵＨＯＦ社製「ＥＮＤＯＺＩＭＥ」）水溶液に、３
週間浸漬した。酵素系洗浄剤水溶液の温度は、２２℃に
保った。その後、この板材に対して、前記と同様の条件
でエチレンオキサイドガス滅菌を行った。
【００７７】（５－１）板材を、８５vol％エタノール
水溶液に、３週間浸漬した。エタノール水溶液の温度
は、２２℃に保った。
【００７８】（５－２）板材を、８５vol％エタノール
水溶液に、３週間浸漬した。エタノール水溶液の温度
は、２２℃に保った。その後、この板材に対して、前記
と同様の条件でエチレンオキサイドガス滅菌を行った。
【００７９】（６）板材に対して、次のような条件でエ
チレンオキサイドガス滅菌を行った；酸化エチレンガ
ス：二酸化炭素＝２０：８０、温度５５℃、湿度５０
％、減圧７１kPa、加圧６９kPa、ガス濃度４５０mg/L、
前処理１時間、滅菌時間５時間、換気（５５℃）１２時
間。
【００８０】これらの操作を行う前の板材の光透過率と
行った後の板材の光透過率とをそれぞれ測定し、これら
の値から、各板材の光透過率の減少率を求めた。なお、
これらの測定には、可視光を用いた。
【００８１】結果を、下記表２に示す。なお、表中、０
％とは、０．５％未満を意味する。
【００８２】
【表２】
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【００８３】このような性質を有する樹脂を用いて、射
出成形を行い、樹脂を平凹レンズの形状に成形した。こ
の成形には、ステンレス基材の表面にニッケルメッキが
施された金型を用いた。
【００８４】各実施例の樹脂よりなる成形品の表面全体
に、ディッピング法により、シリコーン系材料よりなる
コート層（厚さ５μｍ）を形成した。なお、比較例の成
形品には、コート層は設けなかった。
【００８５】以上により、直径２mm、コバ厚１．２mm、
最大厚さ１．２mmの平凹レンズを、最終的に、完成させ
た。なお、実施例１の光学部品のコート層の硬度は、鉛
筆引っかき値で、５Ｈであった。実施例２の光学部品の
コート層の硬度は、鉛筆引っかき値で、５Ｈであった。
実施例３の光学部品のコート層の硬度は、鉛筆引っかき
値で、５Ｈであった。
【００８６】このようにして得られた各実施例および比
較例の平凹レンズを、平凹レンズ３３および平凹レンズ
４６、４７として、図１、２に示すような構造の電子内
視鏡に組み込み、各実施例および比較例についてそれぞ
れ１１体ずつ、内視鏡を完成させた。
【００８７】そして、これらの内視鏡に対して、前記
（１－１）～（６）のいずれかの操作を施した。
【００８８】その後、これらの電子内視鏡を用いて、被
写体を観察してみた。その結果、比較例の光学部品を備
えた電子内視鏡では、レンズの曇りにより、観察画像が
一部不鮮明になっていた。これに対し、本実施例の光学
部品を備えた電子内視鏡では、いずれも、レンズの曇り
もなく、観察画像が鮮明であった。
【００８９】
【発明の効果】以上述べたように、本発明によれば、薬
品や滅菌ガスに対する変質、劣化の少ない内視鏡用光学
部品を提供できる。この内視鏡用光学部品を用いると、
洗浄、殺菌・消毒等の処理を繰り返し行っても画質等が
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劣化しにくい内視鏡を得ることができる。
【００９０】特に、本発明の内視鏡用光学部品は、一種
ではなく、種々の薬品に対する耐薬品性を有するので、
かかる内視鏡用光学部品を備えた内視鏡では、薬品を選
ばずに洗浄、殺菌・消毒等を行うことができ、汎用性が
広い。また、本発明の内視鏡用光学部品の構成材料は、
成形性に優れている。したがって、本発明の内視鏡用光
学部品は、その形状が複雑であっても、容易に製造する
ことができ、しかも寸法精度も高いため、光学的性能も
優れている。また、量産にも適しているため、製造コス
トも安価である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の内視鏡用光学部品を適用した電子内視
鏡を示す全体図である。
【図２】図１に示す電子内視鏡の先端部を示す縦断面図
である。
【符号の説明】
１０            電子内視鏡
１              挿入部可撓管
３              撮像手段
３１            撮像素子
３１１          信号線
３２            対物レンズ系
３３            平凹レンズ
３４            平凸レンズ
３５            平凹レンズ
３６            両凸レンズ
３７            光学フィルタ
３８            間隔リング
４              照明手段
４１、４２      投射レンズ系
４４、４５      光ファイバー束
４６、４７      平凹レンズ
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５              湾曲管
５１            先端部
６              操作部
６１、６２      操作ノブ
７              接続部可撓管 *
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*８              光源差込部
８１            光源用コネクタ
８２            画像信号用コネクタ
８３            信号処理回路

【図１】 【図２】
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